
出展技術の分類

技術名称 車両用衝突警報装置 OM-TR3C/WD BH 担当部署 通信ICT事業部

NETIS登録番号 今後取得予定 担当者 林　梨香子

社名等 株式会社アクティオ 電話番号 080-6177-0645

技術の概要

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

本技術は、バックホウのブームが架空線に接近すると、超音波でその接近を検知し、音と光によってオペ
レーターへ警告を発する安全支援装置である。従来は監視員による目視監視を行っていたが、本技術の
導入により、架空線などの上空障害物との接触災害の未然防止が期待できる。
家屋への引込み線のような細い電線にも確実に反応し、検知距離を0.2〜3.0ｍの範囲で任意設定可能

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

バックホウによる作業中の架空線切断事故は毎年発生している。一般社団法人日本建設業連合会の資
料によると、2018年から2023年までの6年間で、全国で411件の事故が報告されている。
架空線切断事故が発生すると、110番・119番への緊急通報ができなくなるほか、信号機の消灯による交
通機能の麻痺、さらには近隣工場の操業停止や事務所機能の停止など、社会インフラに深刻な影響を
及ぼすため、事故防止に向けた早急な対策が求められていた。
一方、従来の架空線検知センサーは、角度センサーを用いた検知方式が主流であり、現場ごとに角度調
整が必要であることや、有線接続による断線リスクがあることなどの課題を抱えていた。
こうした背景を踏まえ、株式会社アクティオが新たな架空線検知システムを企画・提案し、荒井建設株式
会社（本社：北海道旭川市）の実証実験への協力を得て、オーミック電子株式会社（本社：福島県郡山
市）が製品化を実現した。

３．技術の効果

検知センサーに設定した離隔距離以下となった瞬間に警告が発せられるため、接触を回避することがで
き安全性が向上する。

４．技術の適用範囲

 架空線などの上空障害物に近接してバックホウが作業する⼟⼯事

橋梁桁下などで桁に近接してバックホウが作業する河川⼯事

２．技術の内容

５．活用実績

全国200件以上導入実績あり
道路工事等で多数活用実績あり

※別紙２



６．写真・図・表


